
 

 

新型コロナウイルスによる肺炎 CT 画像の AI による解析手法開発 

～COVID-19 胸部 CT 画像典型度分類において 83.3%の精度を達成～ 

＊）放射線診断専門医が CT 画像を以下の 4つに分類した。１．COVID-19 肺炎に典型的

な所見を有するもの、２．典型的とは言えない非特異的な所見で不確定なもの、３．非

典型的なもの、４．肺炎の所見がないもの。これらを 2 群に分けて、COVID-19 肺炎典

型度の高い疑わしい症例（１と２）とそうではない症例（３と４）とした。 

 

 

名古屋大学大学院情報学研究科の森 健策 教授、小田 昌宏 助教の研究グループ

は、国立情報学研究所、日本医学放射線学会、順天堂大学などと共同で、新型コロナ

ウイルス（COVID-19）肺炎 CT 画像を人工知能技術（AI）によって解析する手法を開

発いたしました。AI を用いることで、胸部 CT 画像を入力すると、その CT 画像の

COVID-19 肺炎典型度＊を判定することができます。また、この解析を可能とするため

に、炎症などによって肺の形状が CT 画像上で非常に識別しづらいような場合でも、

AI が的確に肺の形状を推定できる手法も実現しています。今回開発された手法を用

いたCOVID-19肺炎の典型例とそうでない例の識別において、2020年8月時点で83.3%

程度の典型度識別性能を達成しました。 

本研究では、国立情報学研究所、日本医学放射線学会が中心となって進め、AMED が

支援するプロジェクト「臨床研究等 ICT 基盤構築・人工知能実装研究事業」「医療ビ

ッグデータ利活用を促進するクラウド基盤・AI 画像解析に関する研究」において構

築・運用される画像情報収集プラットフォーム上に収集された、我が国における

COVID-19 症例のデータベースが重要な役割を果たしています。ここでは国立情報学

研究所が全国に展開する超高速学術情報ネットワーク SINET５も大容量 CT 画像の収

集と AI 研究に大変役立っています。今後もこれらのシステムを活用して、さらなる

精度向上が見込まれます。 



 

ポイント 

新型コロナウイルス肺炎 CT 画像を AI によって解析する手法を開発 

・炎症により肺領域の境界の識別が難しい症例でも AI が的確に識別 

・肺領域内部の領域を障害の程度に応じて３つの領域に自動分類 

・胸部 CT 画像の COVID-19 典型度を AI が的確に判断 

・国立情報学研究所を中心とした「医療ビッグデータ利活用を促進するクラウド基盤」

と学術情報ネットワーク「SINET5」を活用  

 

あらまし 

名古屋大学大学院情報学研究科の森 健策 教授、小田 昌宏 助教の研究グループは、

国立情報学研究所、日本医学放射線学会、順天堂大学などと共同で、新型コロナウイル

ス（COVID-19）肺炎 CT 画像を AI によって解析する手法を開発いたしました。人工知

能技術(AI)を用いることで、胸部 CT 画像を入力すると、その CT 画像の COVID-19 肺炎

典型度を判定することができるようになっています。また、この解析を可能とするため

に、炎症などによって肺の形状が CT 画像上で非常に識別しづらいような場合でも、AI

が的確に肺の形状を推定できる手法も実現しています。今回開発された手法によって、

COVID-19肺炎の典型例とそうでない例の識別タスクにおいて、2020年8月時点で83.3%

程度の典型度識別性能を達成しています。今後の精度向上も見込まれています。 

 本研究の実施においては、国立情報学研究所、日本医学放射線学会が中心となって進

め、AMED が支援するプロジェクト「臨床研究等 ICT 基盤構築・人工知能実装研究事業」

「医療ビッグデータ利活用を促進するクラウド基盤・AI 画像解析に関する研究」の画

像情報収集基盤で収集された、我が国における COVID-19 症例のデータベースを活用し

ています。このプロジェクトでは、国内の放射線画像を収集し、それをクラウド基盤上

に蓄積するとともに、画像認識の研究者はこのクラウド基盤を活用することで医用画

像に関する研究を進めることができるようになっています。画像認識を中心とした研

究コミュニティが構築され、様々な新しい取り組みがなされています。 

 

研究背景 

2019 年末ごろに発生した新型コロナウイルス感染症（COVID-19）は急速に世界に広

まり、多数の患者が発生しています。2020 年 9 月下旬における世界の累計感染者数は

約 3200 万人、死亡者数は約 98 万人となっています[1]。日本の累計感染者数は約 8 

万人、死亡者数は約 1500 人で [2]、さらに増加を続けています。そのため、COVID-19 

患者に対し適切な治療を行い、他者への感染を防ぐ上で、正確な診断方法が必要とされ

ています。COVID-19 の検査では、 RT-PCR（reverse transcriptase polymerase chain 

reaction）が多く用いられますが、その Sensitivity（感度） は 42%から 71%と低い

値を示します[3]。これに対し、 CT 画像による COVID-19 検査の Sensitivity は 97%

の高さを示す報告があります[4]。日本は人口あたりの CT 撮影装置保有数が高いため、

COVID-19 検査において CT 画像を活用できると考えられます。CT 画像を用いた医師の



診断を支援し、判断の定量化を目指す上で、コンピュータによる肺領域の状態の定量評

価手法の確立が求められています。 

 

開発された技術 

 今回、名古屋大学をはじめとする研究グループでは、COVID-19 症例 CT 画像を AI に

よって解析する手法を開発いたしました。この研究開発においては、 

(1) 炎症により肺領域の境界の識別が難しい症例でも AI が的確に識別する手法実現 

(図１)  

(2) 肺領域内部の領域を障害の程度に応じて３つの領域に自動分類 (図 2)) 

(3) 胸部 CT 画像の COVID-19 肺炎典型度を AI が的確に判断 

の３つの技術開発がなされています。それぞれの処理において、ニューラルネットワー

クやクラスタリングなどの AI / 機械学習の技術を用いています。 

 なお、本研究の一部は、2020 年 9 月開催の第 39 回日本医用画像工学会大会にて発表

しました。 

 

医療ビッグデータ利活用を促進するクラウド基盤 

 本研究の実施にあたっては、国立情報学研究所、日本医学放射線学会、ならびに、医

用画像に関連する臨床学会が中心となって運用されている「医療ビッグデータ利活用

を促進するクラウド基盤」（以下、クラウド基盤と略記）を活用しています(図 3)。こ

れは、国内の病院等から CT 画像などを収集し、匿名化等の処理を行ったうえで、学術

情報ネットワークSINET5を介して国立情報学研究所が運営するクラウドコンピューテ

ィング基盤へ転送し、蓄積するものです。画像処理研究者はこのクラウド基盤にアクセ

スし、医用画像 AI の研究開発を行います。医用画像 AI において、データは極めて重

要です。本クラウド基盤には、CT 画像に限ってみても、1 億 6 千万画像以上の画像が

格納されています。また、全国の様々な臨床機関から収集されるデータベースとなって

いることにも特色があります。特に医用画像 AI の研究では、一病院だけではなく、様々

な病院で取得された多様な画像を用いて AI を学習させることが重要となります。本ク

ラウド基盤はこのような医用画像 AI 研究を可能とするものであり、このクラウド基盤

を核として画像処理研究者が集結しています。 

今回のプレスリリースにおける COVID-19 肺炎の CT 画像処理においても、本クラウ

ド基盤の特色が生かされ、国家的な緊急課題への対処にも、本基盤や SINET5 ネットワ

ークが有効であることが確かめられました（表 1）。 
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図１ 上段の CT 画像のように炎症によって肺領域の識別が困難な場合でも、AI による肺領域自動

セグメンテーションによって下段の肺野の正常（緑色）や異常陰影領域（赤色）を得ることが可

能です。CT 画像は左に Axial 断面画像、右に Coronal 断面画像を示します。 

 

図２ 左の CT 画像に AI による肺領域分割を行うことで、右に示す領域自動分割結果が得られま

す。領域自動分割では障害の程度に応じて分割を行います。 

 

 



 

 

図３ 医療ビッグデータ利活用を促進するクラウド基盤の概要 

 

表 1 新型コロナウイルス肺炎 CT 画像を AI によって解析する手法を開発（まとめ） 

 

 

 

- 炎症により肺領域の境界の識別が難しい症例でも AI が的確に識別 

- 肺領域内部の領域を障害の程度に応じて３つの領域に自動分類 

- 胸部 CT 画像の COVID-19 典型度を AI が的確に判断 

- 国立情報学研究所を中心とした「医療ビッグデータ利活用を促進するクラウ

ド基盤」と学術情報ネットワーク「SINET5」を活用-  


